
むすこアルマの
くいあらため
だい18しょう

モーサヤ王
おう

は，アルマをゼラヘムラの教会
きょうかい

のしどうしゃににん

じました。そこでアルマは，ニーファイ人
じん

を教
おし

えるのをたす

けてくれる人
ひと

びとをえらびました。（モーサヤ25：19；26：8）

むすこのアルマとモーサヤ王
おう

の4人
にん

のむすこは，教会
きょうかい

をはくがい

しました。かれらは人
ひと

びとがこのむことを言
い

い，教会
きょうかい

からはなれさ

せようとしたり，わるいことをさせようとしたりしました。（モー

サヤ27：8）

アルマはむすこがしんりを知
し

って，くいあらためてくれるように

といのりました。（モーサヤ27：14）

アルマには，同
おな

じ名前
な ま え

のむすこがいました。むすこのアルマは，

お父
とう

さんの教
おし

えをしんじないばかりか，とてもつみぶかい人間
にんげん

にな

っていました。（モーサヤ27：8）

アルマとモーサヤ王
おう

には，しんぱいごとがありました。それは，

主
しゅ

をしんじない人
ひと

たちが教会
きょうかい

いんをくるしめていたことでした。

（モーサヤ27：1）
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むすこのアルマとモーサヤ王
おう

のむすこたちは，教会
きょうかい

をほろぼそう

と，歩
ある

き回
まわ

っていました。（モーサヤ27：10）

そんなある日
ひ

のことです。てんしがかれらにあらわれ，じめんが

ゆれるような大
おお

きな声
こえ

で話
はな

しかけました。（モーサヤ27：11）

5人
にん

のわかものは，ひどくおどろいて，じめんにたおれてしまい

ました。はじめは，てんしの言
い

ったことが分
わ

かりませんでした。

（モーサヤ27：12）

てんしは教会
きょうかい

いんのいのりにこたえ，やって来
き

たのです。そして，

アルマに言
い

いました。「なぜ教会
きょうかい

をはくがいするのか。」（モーサヤ

27：13－14）

てんしが，「にどと教会
きょうかい

をほろぼそうとしてはならない」と言
い

う

と，じめんがゆれました。（モーサヤ27：15－16）

アルマとモーサヤのむすこたちは，またじめんにたおれてしまい

ました。5人
にん

は，てんしを見
み

たのです。そして，神
かみ

の力
ちから

がじめんを

ゆりうごかしたのを知
し

ったのです。（モーサヤ27：18）
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むすこのアルマは，おどろきのあまりものを言
い

うことができなく

なりました。また，力
ちから

が弱
よわ

くなって手
て

をうごかすこともできなくな

ってしまいました。（モーサヤ27：19）

モーサヤの4人
にん

のむすこは，アルマをお父
とう

さんのところまではこ

んで行
い

き，自分
じ ぶ ん

たちにおこったことをすっかり話
はな

して聞
き

かせました。

（モーサヤ27：19―20）

お父
とう

さんのアルマは，大
おお

いによろこびました。神
かみ

がいのりを聞
き

き

とどけてくださったと分
わ

かったからです。（モーサヤ27：20）

お父
とう

さんのアルマは，おおぜいの人
ひと

をよびあつめて，主
しゅ

が自分
じ ぶ ん

と

モーサヤのむすこたちになされたことを見
み

せました。（モーサヤ

27：21）

2日
か

2ばんして，むすこのアルマは力
ちから

をとりもどし，また話
はなし

がで

きるようになりました。（モーサヤ27：23）

そして，アルマは教会
きょうかい

のしどうしゃたちとともに，だんじきして

いのり，むすこのアルマが元気
げ ん き

になるようにと神
かみ

にねがいしました。

（モーサヤ27：22）
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むすこのアルマはこう話
はな

しました。「わたしはつみをくいあらた

めました。そして，神
かみ

はわたしをゆるしてくださいました。」（モー

サヤ27：24）

また，人
ひと

はみな正
ただ

しいものにならなければ，神
かみ

の国
くに

に入
はい

ることは

できないことや，つみのために大
おお

いにくるしんだことを話
はな

しました。

（モーサヤ27：25－26，29）

くいあらためてから，むすこのアルマはしあわせでした。神
かみ

のゆ

るしをえたからです。アルマは，自分
じ ぶ ん

が神
かみ

からあいされていること

も知
し

りました。（モーサヤ27：28）

むすこのアルマとモーサヤ王
おう

のむすこたちは，ぜんこくを回
まわ

って

しんりを教
おし

えはじめ，自分
じ ぶ ん

が見
み

たり聞
き

いたりしたことをみんなに話
はな

しました。（モーサヤ27：32）

かれらは自分
じ ぶ ん

たちがおかしたまちがいを正
ただ

すために，人
ひと

びとにせ

いぶんについてせつめいし，イエス・キリストについて教
おし

えました。

（モーサヤ27：35）

むすこのアルマとモーサヤのむすこたちがふくいんをつたえる

時
とき

，神
かみ

はしゅくふくしてくださり，多
おお

くの人
ひと

がその話
はなし

を聞
き

き，しん

じました。（モーサヤ27：36）




